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11
月
６
日
（
水
）、長
崎
地
本(

本

部
長　

西
田
洋
一
郎
１
海
佐
）
は
、

長
崎
市
内
の
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、

「
自
衛
隊
長
崎
地
方
協
力
本
部
創
立

64
周
年
記
念
行
事
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

行
事
は
、
感
謝
状
贈
呈
式
、
記

念
式
典
に
引
き
続
き
、
長
崎
地
本

Ｏ
Ｂ
会
主
催
に
よ
る
祝
賀
会
の
３

部
構
成
で
実
施
し
ま
し
た
。
感
謝

状
贈
呈
式
で
は
、
長
崎
地
本
の
活

動
に
対
し
日
頃
よ
り
ご
協
力
を
頂

い
て
い
る
方
々
に
対
し
本
部
長
か

ら
感
謝
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し
、

感
謝
の
意
を
表
し
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
は
、
長
崎
県
知
事
代

理　

上
田 

裕
司
副
知
事
を
は
じ

め
、県
内
外
の
各
自
治
体
・
企
業
等
・

協
力
諸
団
体
及
び
各
部
隊
長
な
ど
、

約
１
８
０
名
の
来
賓
の
ご
臨
席
を

賜
り
盛
大
に
挙
行
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
部
長
は
、
式
辞
に
お
い
て
、

人
的
基
盤
の
充
実
強
化
が
果
た
す

役
割
の
重
要
性
を
述
べ
る
と
と
も

に
、
来
賓
の
方
々
に
日
頃
の
感
謝

の
言
葉
と
よ
り
一
層
の
ご
支
援
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
部
員
に
対
し
て
は
、
こ

れ
ま
で
任
務
達
成
に
向
け
、
誠
心

誠
意
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
も
っ
て

取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
に
対
す
る

敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
今
後

も
創
意
工
夫
、
知
恵
を
出
し
、
あ

ら
ゆ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し

最
後
ま
で
諦
め
ず
、“

地
本
魂”

を

も
っ
て
一
丸
と
な
っ
て
乗
り
越
え

て
い
く
よ
う
鼓
舞
し
ま
し
た
。

　

来
賓
挨
拶
で
は
、
上
田 

裕
司 

長

崎
県
副
知
事
か
ら
、
自
衛
隊
員
の

活
動
へ
の
感
謝
と
、
地
本
部
員
の

日
々
の
活
動
に
対
し
、
心
温
ま
る

激
励
の
お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

　

祝
賀
会
に
お
い
て
は
、
福
田 

孝

敏 

長
崎
地
本
Ｏ
Ｂ
会
副
会
長
か
ら

主
催
者
挨
拶
の
後
、
小
林 

克
敏 

県

防
衛
議
員
連
盟
会
長
か
ら
ご
挨
拶

を
頂
き
ま
し
た
。

　

　

ま
た
、
第
７
高
射
特
科
群
支
援

に
よ
る
勇
壮
な
ホ
ー
ク
太
鼓
演
奏

を
皮
切
り
に
、
終
始
に
ぎ
や
か
な

ム
ー
ド
で
進
行
し
、
盛
会
裏
に
終

了
し
ま
し
た
。

　

長
崎
地
本
は
、
ご
臨
席
の
皆
様

並
び
に
地
域
の
皆
様
の
ご
支
援
・

ご
協
力
に
よ
り
、
創
立
64
周
年
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
日
こ
の
日
を
新
た
な
ス
タ
ー

ト
と
し
て
、「
県
民
と
の
か
け
は

し
に
な
る
」
を
旗
印
と
し
て
部
員

一
同
、更
に
精
進
し
て
参
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
課
）

長崎地本公式HP 

長崎地本公式 twitter

も
り
や
ま
寄
欒
音
（
よ
ら
ん
ね
）

　
　
　
　
　
ま
つ
り
で
募
集
広
報
を
実
施

　　　地本 64周年記念行事開催
　　　　　　    ～伝統の継承　そして未来へ～

　

諫
早
地
域
事
務
所
は
、
11
月
３

日
（
日
）
諫
早
市
森
山
町
の
寄
欒

音
（
よ
ら
ん
ね
）
祭
り
に
お
い
て

第
16
普
通
科
連
隊
の
装
備
品
展
示

の
支
援
を
受
け
、
募
集
広
報
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
祭
り
は
、
伝
統
芸
能
の
継

承
と
世
代
を
超
え
た
地
域
の
繋
が

り
を
目
的
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い

る
も
の
で
、
今
年
も
秋
晴
れ
の
天

候
の
下
、
郷
土
芸
能
や
各
町
内
の

踊
り
と
歌
等
が
披
露
さ
れ
る
と
と

も
に
、多
く
の
出
店
や
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
が
立
ち
並
び
、
市
内
外
の

家
族
連
れ
や
カ
ッ
プ
ル
等
が
数
多

く
来
場
し
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
多
く
の
来
場
者
が
見

込
ま
れ
る
催
し
で
、
第
16
普
通
科

連
隊
か
ら
軽
装
甲
機
動
車
及
び

オ
ー
ト
バ
イ
の
展
示
を
受
け
、
諫

早
所
は
募
集
ブ
ー
ス
と
ミ
ニ
制
服

の
試
着
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
盛
況

の
も
と
募
集
広
報
活
動
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　　

　

親
子
連
れ
の
家
族
の
中
に
は
、

子
供
に
制
服
を
着
せ
て
軽
装
甲
機

動
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
の
前
で
写
真

を
撮
る
方
や
、
自
衛
隊
に
興
味
が

あ
り
自
衛
隊
の
現
状
や
仕
事
内
容

を
質
問
し
た
り
、
我
々
を
激
励
し

て
く
だ
さ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。

　

森
山
地
区
家
族
会
は
販
売
コ
ー

ナ
ー
で
伊
木
力
み
か
ん
を
販
売
し
、

こ
れ
も
大
盛
況
で
し
た
。

　

諫
早
地
域
事
務
所
は
今
後
も
、

家
族
会
や
自
衛
隊
協
力
団
体
と
連

携
し
、
地
域
の
あ
ら
ゆ
る
行
事
等

に
お
い
て
、
積
極
的
に
募
集
広
報

活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
諫
早
地
域
事
務
所
）
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自
衛
隊
記
念
日
に
お
け
る
防
衛
大
臣
感

謝
状
を
県
内
の
３
つ
の
高
校
が
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
高
校
は
次
の
と
お
り
。

県
内
イ
ベ
ン
ト
情
報

12
月
18
日
（
水
）
〜
20
日
（
金
）

　

島
原
城
城
壁
清
掃

　
　
　
　
　
　
（
島
原
市
）

12
月
21
日
（
土
）

　

キ
ラ
キ
ラ
フ
ェ
ス
タ

　
　
　
　
　
　
　
（
大
村
市
）

12
月
22
日
（
日
）

　

は
た
ら
く
く
る
ま
大
集
合

　
　
　
　
　
　
　
　
（
島
原
市
）

人　

事

【
特
別
昇
任
】

　

准
陸
尉
へ

　
　

陸
曹
長　

安
部　

裕
史

　
　
　

令
和
元
年
12
月
8
日
付

　
　
　
　

防
衛
大
臣
よ
り
感
謝
状
を
受
賞【西海学園高校 様】 【佐世保実業高校 様】

【
自
衛
官
募
集
の
功
労
に
よ
る
感
謝
状
】

　
　
　

佐
世
保
実
業
高
等
学
校　

様

　
　
　

西
海
学
園
高
等
学
校　

様

　
　
　

鎮
西
学
院
高
等
学
校　

様

　　

【鎮西学院高校 様】

【
転
入
】

壱
岐
駐
在
員
事
務
所
へ

　

２
等
陸
尉　

髙
田　

浩
臣

　
　
（
東
部
方
面
後
方
支
援
隊
）

　
　
　
　

よろしくお願いします

令
和
元
年
12
月
1
日
付

　
　
　
　

【
定
年
退
職
】

　

准
陸
尉　

安
部　

裕
史

　
　
　
　

お世話になりました

　

令
和
元
年
12
月
8
日
付

　
　

壱
岐
の
島
に

　
　
16
式
機
動
戦
闘
車
が
や
っ
て
き
た
！

　

壱
岐
駐
在
員
事
務
所
は
、
10
月

21
日
（
月
）
壱
岐
市
芦
辺
港
近
く

の
特
設
会
場
に
お
い
て
第
４
後
方

支
援
連
隊
及
び
第
４
偵
察
戦
闘
大

隊
の
支
援
を
受
け
、
募
集
広
報
活

動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

壱
岐
島
で
陸
上
自
衛
隊
部
隊
が

展
示
・
一
般
公
開
す
る
の
は
５
年

ぶ
り
で
あ
り
、
前
日
の
対
馬
駐
屯

地
で
の
記
念
式
典
へ
の
参
加
に
加

え
て
計
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。

最
新
の
16
式
機
動
戦
闘
車
を
は
じ

め
、
87
式
偵
察
警
戒
車
、
軽
装
甲

機
動
車
、
高
機
動
車
、
重
装
輪
回

収
車
が
続
々
と
到
着
し
、
整
然
と

居
並
ぶ
姿
は
圧
巻
で
し
た
。

　

壱
岐
所
は
募
集
ブ
ー
ス
を
設
置

し
、
自
衛
隊
に
関
す
る
来
場
者
か

ら
の
質
問
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど

を
用
い
て
答
え
、
自
衛
隊
を
Ｐ
Ｒ

し
ま
し
た
。

　

来
場
者
は
、
陸
上
自
衛
隊
の
大

型
車
両
に
大
い
に
興
味
を
示
し
、

そ
の
性
能
や
用
途
な
ど
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
、
理
解
を
深
め
て
い

ま
し
た
。

　
　

　

訪
れ
た
た
く
さ
ん
の
子
供
た
ち

は
乗
り
組
ん
だ
ト
ラ
ッ
ク
の
ハ
ン

ド
ル
を
握
り
、
と
て
も
嬉
し
そ
う

な
笑
顔
で
場
の
雰
囲
気
を
和
ま
せ

て
い
ま
し
た
。

　

壱
岐
駐
在
員
事
務
所
は
、
こ
の

よ
う
な
貴
重
な
機
会
を
有
効
に
活

用
し
、
自
衛
隊
に
対
す
る
地
域
住

民
の
方
々
の
理
解
の
深
化
に
努
め

て
い
く
所
存
で
す
。

　
　
　
　
（
壱
岐
駐
在
員
事
務
所
）　

　

長
崎
地
本
（
本
部
長　

西
田
洋

一
郎
１
海
佐
）
は
、10
日
18
日
（
金
）

か
ら
10
月
22
日(

火)

ま
で
の
間,

大
村
駐
屯
地
に
お
い
て
令
和
元
年

度
予
備
自
衛
官
第
５
次
５
日
間
招

集
訓
練
を
支
援
し
ま
し
た
。

　

本
招
集
訓
練
に
は
、
予
備
自
衛

官
96
名
が
出
頭
し
、
絶
好
の
訓
練

日
和
と
な
る
秋
空
の
も
と
、
第
16

普
通
科
連
隊
担
任
に
よ
り
予
備
自

衛
官
と
し
て
の
知
識
の
習
得
や
技

術
の
練
度
向
上
に
取
り
組
み
ま
し

た
。

　

今
回
は
実
施
直
前
に
、
台
風
19

号
に
伴
う
災
害
派
遣
に
予
備
自
衛

官
が
８
年
ぶ
り
に
招
集
が
さ
れ
た

こ
と
も
あ
り
、
自
分
た
ち
も
是
非

招
集
し
て
欲
し
い
と
感
じ
て
参
加

し
て
い
る
者
も
多
く
、
災
害
招
集

要
領
等
の
確
認
を
す
る
な
ど
意
識

の
高
ま
り
が
垣
間
見
え
ま
し
た
。

ま
た
、
救
急
法
な
ど
の
訓
練
科
目

で
も
、
い
つ
も
に
も
増
し
て
真
剣

な
ま
な
ざ
し
で
貪
欲
に
最
新
の
知

識
を
習
得
し
よ
う
と
い
う
姿
勢
で

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

本
招
集
訓
練
に
参
加
し
た
予
備

自
衛
官
か
ら
は
「
も
っ
と
実
践
的

な
訓
練
を
し
た
い
」、「
現
役
時
代

の
先
輩
な
ど
顔
な
じ
み
の
方
も
訓

練
に
参
加
し
て
お
り
、
旧
交
を
温

め
る
こ
と
も
で
き
た
」
と
の
声
も

あ
り
ま
し
た
。

　

長
崎
地
本
は
、
今
後
も
予
備
自

衛
官
の
皆
さ
ん
が
招
集
訓
練
に
円

滑
に
参
加
で
き
る
よ
う
出
頭
環
境

の
整
備
に
努
め
て
い
く
所
存
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
援
護
課
）

　
　

　　　いつでも準備OK！　　予備自衛官５日間招集訓練を支援


